FOR IMMEDIATE RELEASE
Hollyland Solidcom M1 同時双方向ワイヤレスインターカムシステムがカナダのピーターボロー・スピードウェイの運営をスムーズに

47人のスタッフが広大な63エーカーのサーキットで常にコミュニケーション

 中国, 深圳, 2021年12月9日 ― 何十台ものエンジン音が鳴り響き、何千人もの観衆が歓声を上げるサーキットで、いかにしてスムーズなコミュニケーションを維持するか―それが、カナダでも最も厳しいと言われるセミバンクのショートトラック・レーシング・オーバルの一つである、ピーターボロー・スピードウェイ（Peterborough Speedway）の挑戦です。

 ピーターボロー・スピードウェイでは5月から10月まで、ほぼ毎週土曜の夜にレースが開催され、最大4800人の観客が集まります。「サーキットを運営するには大きなチームが必要です。ここでは47人のスタッフが働いています。すべてをスムーズに進めるためには、多くのチームワークが必要です」と語るのは、スピードウェイのオーナーであるJP Josiasse氏。「人々を楽しませ、ショーを中断させないようにするためです。しかし、雑音も干渉も多いです。」 

 問題となるのは可聴ノイズだけでなく、電波障害もあります。90人ものドライバーとそのサポートクルー、そして何千人もの観客がそれぞれの無線機を持ち歩く中、サーキットの無線システムはそれらと共存しなければなりません。少しでも通信が途絶えると、安全性やレースの円滑な運営、観客の楽しみが損なわれてしまいます。 
最適な通信ソリューション
 HollylandのSolidcom M1 同時双方向ワイヤレスインターカムシステムがピーターボロー・スピードウェイの答えとなりました。カスケード接続された2台のSolidcom M1セットで、16人、3グループでの同時グループコールが可能です。ピーターボロー・スピードウェイでは、コース上のスタッフ、ラインアップ、レスキュースタッフなどのチームがそれぞれのチャンネルで相互に連携を取りつつ、同時にそれぞれの作業に集中することができると、オーナーのJP Josiasse氏は説明します。 

 Solidcom M1は、内蔵の単一指向性で最大1,300フィート（約400m）の通信範囲を持ち、簡単に取り付けられる外部FRPアンテナにより、360°のエリアを半径約985フィート（約300m）までカバーします。2台以上のベースステーションのカスケード接続により、さらに広い範囲をカバーすることができます。このシステムは、ピーターボロー・スピードウェイの63エーカーの広大な敷地をカバーしています。「この敷地のどこであっても、とてもよく機能しています」とJP Josiasse氏は言います。エンジン音や観客の歓声など信じられないほどの騒音の中でも、このシステムの高音質が、スムーズでクリアなグループコミュニケーションを保証します。 
お客様の特別な要求に応える
 Solidcom M1は、システムにボイスアクティベーション機能を追加し、スタッフがより簡単にコミュニケーションをとれるようにしました。マイクブームを下ろすだけで、マイクをミュートからトークへ切り替えられます。システムは軽量かつセットアップが簡単で、移動中のスタッフでも簡単に持ち運び、操作することができます。 

 Solidcom M1の各パッケージには、複数のLEMO端子片耳ヘッドセットが標準装備されています。これにより、片方の耳はトラックで起こっていることを聞くために開けておき、もう片方の耳でチームの会話を聞くことができます。また、サイドトーン機能により、ヘッドフォンを通して自分の声を聞くことができるので、音声の明瞭度がさらに向上します。 

Solidcom M1システムは、エンジン音や観客の声、そして多くの無線機器を超えて、47人の経験豊かなプロが集まるチームに会場全体でクリアな音声コミュニケーションを提供し、安全で素晴らしいレースを約束します。 

Solidcom M1の詳細はこちら 
https://www.hollyland-tech.com/detail-solidcomm1 
HOLLYLAND TECHNOLOGY（ホーリーランドテクノロジー）について
 Shenzhen Hollyland Technology Co., Ltd.（「Hollyland」または「Hollyland Technology」）は2013年以来、ワイヤレスデータ、オーディオ＆ビデオ伝送、ワイヤレスインカムのために特別にデザインされたプロフェッショナルソリューションで、世界中のお客様をサポートしています。 

 Hollylandは、世界で最も競争力のあるワイヤレスデバイスおよびソリューションを提供する企業として急速に成長しています。リアルタイムの音声・映像伝送やコミュニケーションを必要とするあらゆるプロフェッショナルな環境において人々の協業をより円滑にするために、Hollylandは技術進歩、イノベーション、サービスすべての面に力を注いでいます。 

 Hollylandは、映画制作、テレビ撮影、映像制作、放送、ライブストリーミング、ライブイベント、展示会、放送メディア、制作、一般イベント、劇場、結婚式場、レンタルハウスなど、多くの市場に様々な製品を提供しています。Hollylandの製品は、様々な規模や難易度のプロダクションやコミュニケーションの要求を一貫して満たしてきました。詳しい情報は、www.hollyland-tech.com、Hollyland Facebook、Hollyland Instagramをご覧ください。 
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